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技術の特徴

・食品に関連するタンパク質や多糖などの生体高分子は、結晶化の困難なものやＮＭＲ解析には適
さない巨大分子である場合が少なくない。また、溶液中の生体高分子は溶媒条件により多様な形状
や分子集合状態であるため、これらを分離と同時に溶液構造を評価する方法の開発が必要である。

・本研究では、クロマトグラフィーと溶液X線散乱法を組み合わせた「溶液X線散乱クロマトグラフィー
法」を構築し、食品に関連する生体高分子をクロマトグラフィーで分離すると同時にその溶出位置で
の「分子サイズ」、「分子量」および「分子構造」が評価できることを明らかにした。

研究の内容:「溶液X線散乱クロマトグラフィー法 (HPLC combined with small-angle X-ray scattering：

HPLC-SAXS法）」の紹介

今後の展開

本手法については、イオン交換クロマトグラフィーの利用の可能性を検討する予定である。科学的基盤の
明確な評価技術を食品関連生体高分子の機能構造の解明や構造制御技術の開発などに活用することによ
り、高品質の食品開発に役立つ知見が得られることが期待できる。
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